
	
  
 

ディクシット オデッセイ 
作者：Jean-Louis Roubira 

訳者：COQ 
対象年齢８歳以上 
３~１２人用 

 

 
・得点ボード 1 ・投票トークン 24 
・カード 84 ・うさぎ駒 12 
・投票ボード 12 ・説明書 1 

 
得点ボードを拡げ、テーブルの中央に配置し

ます。各プレイヤーは投票ボードを受け取り、 
同じ色のうさぎ駒を得点ボード「０」のマス

に配置します。８４枚のカードを全て混ぜ、

６枚ずつ配ります。残りのカードは山札とし

ます。 
・	
 ３~６人でプレイする時は、各プレイヤ

ー１つずつの投票トークンを受け取りま

す（色は関係ありません）。 
・	
 ７~１２人でプレイする時は、各プレイ

ヤー２つずつの投票トークンを受け取り

ます（色は関係ありません）。 
注意：自分のカードを他のプレイヤーに見せ

てはいけません。 

 
＜物語の語り手＞ 

 
各ターン、１人のプレイヤーが語り手となり

ます。語り手のプレイヤーは、手札の６枚の

カードの中から１枚を選択し、そのカードに

ついて声に出して話します（カードは他のプ

レイヤーに公開してはいけません）。 
話す内容は自由です。一つもしくは幾つかの

単語でも良いし、擬音でもかまいません。詩

や歌から引用してもかまいませんし、映画の

タイトルやことわざでもかまいません。 
＜カードの選択＞ 
語り手以外のプレイヤーは、語り手が話した

内容にもっとも合致すると思うカードを各

自の手札の中から１枚選び、カードの絵柄が

誰にも見えない様に語り手に渡します。語り

手は、自分の選択したカードも含めて各プレ

イヤーが選択したカードを良くきり、得点ボ

ードの１~１２のスペースの小さい方から

順番に、裏向きのままランダムにカードを並

べた後、全てのカードを表向けます。 
＜語り手のカードを当てる：投票＞ 
ゲームの目的は、語り手の選択したカードを

当てる事です。語り手以外のプレイヤーは、

自分の投票ボードを使用して、秘密裏に語り

手が選択したと思うカードに投票します。例
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えば、もしも三番目のカードが語り手のカー

ドだと思ったならば、投票ボードの３の穴に

投票トークンを差します。全員の投票が終了

したら、一斉に投票結果を公開します。その

後、語り手はどのカードが自分の選択したカ

ードだったかを公開します。 
注意：どんな場合でも、自分の選択したカー

ドに投票することは出来ません！ 

 

＜得点計算＞ 
・	
 全員が語り手のカードを当てるか、誰も

語り手のカードを当てられなかった場合

は、語り手以外のプレイヤーに２点が与

えられます。 
・	
 上記以外の条件、すなわち誰かが語り手

のカードを当てた場合（全員でなく）、語

り手に３点が与えられます。 
・	
 語り手以外のプレイヤーの選択したカー

ドに他のプレイヤーが投票した場合、１

票につき１点がそのカードを選択したプ

レイヤーに与えられます（最大３点まで）。 
獲得した得点の分だけうさぎ駒を進めます。 

 

＜ターンの終了＞ 
（訳者注：投票終了後、公開されている全て

のカードを捨て札とします。）各プレイヤー

は山札からカードをひき、手札を６枚に補充

します。もしも、全員の手札を補充するだけ

のカードが山札に無い場合は、捨て札を良く

きり、新たな山札とします。直前の語り手の

左隣のプレイヤーが新たな語り手となり、次

のラウンドを開始します。以後、時計回りに

語り手を交代しながらゲームを進めます。 

 
誰かの得点が３０点に達したらそのターン

の最後にゲームは終了します。最も得点を多

く獲得したプレイヤーが勝利します。 

 
各プレイヤーは６枚でなく７枚のカードを

手札として持ちます。語り手以外のプレイヤ

ーがカードを選択する時、１枚ではなく２枚

のカードを選択します。こうすることにより、

常に５枚のカードが投票対象となります。投

票は通常通り行い、語り手の選択したカード

を当てます。 
 

 
＜準備＞ 
得点ボードを拡げ、テーブルの中央に配置し

ます。各プレイヤーは投票ボードを受け取り、 
同じ色のうさぎ駒を得点ボード「０」のマス

に配置します。８４枚のカードを全て混ぜ、

５枚ずつ配ります（訳者注：カードの中身を

見てはいけません）。残りのカードは山札と

します。各プレイヤーは、緑色の投票トーク

ンを１つ受け取ります。最初のターンで語り

手を務めるプレイヤーのみが追加で１つ赤

色の投票トークンを受け取ります。 

 
＜物語の語り手＞ 
各ターン、１人のプレイヤーが語り手となり

ます。語り手のプレイヤーは、自分の手札を

確認する前に、声に出して話します。話す内

７人以上のプレイ人数でゲームをする場合：各プレイヤーは的
中率を向上させるために２つ目の投票をすることができます。
この場合、２つ目の投票トークンを用います。	
 

７人以上のプレイ人数でゲームをする場合：	
 

通常の得点計算に加え、以下のルールが適用されます。	
 

・投票トークンを１つしか使用せずに語り手のカードを当て
たプレイヤーには、追加で１点が与えられます。	
 

ゲームの終了 

３人プレイ 

パーティルール 6-12人用 

ゲームの概要 



容は、基本ルールと変わりなく、何を話して

もかまいません。基本ルールと異なるのは、

ここで話している内容は手札の中身とは関

係ないということです。 
最初の語り手の決め方：最初に話す事を思い

ついたプレイヤーが、全員に向かって最初の

語り手となることを宣言し、話し始めます。 
＜カードの選択＞ 
語り手も含めた全てのプレイヤーは、語り手

が話した内容に最も合致すると思うカード

を１枚自分の手札から選択して語り手に渡

します。語り手は、自分の選択したカードも

含めて各プレイヤーが選択したカードを良

くきり、得点ボードの１~１２のスペースの

小さい方から順番に、裏向きのままランダム

にカードを並べた後、全てのカードを表向け

ます。 
＜最も適切なカードを当てる：投票＞ 
語り手を含めた全員のプレイヤーは、自分の

投票ボードを使用して、秘密裏に語り手が選

択したと思うカードに緑色の投票トークン

を使用して投票します。得票数の多いカード

ほど、沢山の得点を稼ぎだします。 
しかし、気をつけて下さい！語り手は、通常

の投票に加えて赤色の投票トークンを使用

した投票を同時に行います。赤色の投票トー

クンで投票されたカードに投票したプレイ

ヤーはこのテーンに得点を得る事ができな

くなります。どのカードを選ぶかは語り手の

自由です。どのカードを得点打ち消しのカー

ドにするのか、良く考えて下さい。同時に、

語り手以外のプレイヤーは良く考えて投票

してください！全員の投票が終了したら、一

斉に投票結果を公開します。 
語り手のプレイヤーは緑色と赤色両方の投

票トークンを使用して投票します。全てのプ

レイヤーは、自分の選択したカードへの投票

も行うことが出来ます。 
＜得点計算＞ 
・	
 各プレイヤーは、自分が投票したカード

に同時に投票された得票数だけ得点を得

ます（自分自身の投票も含みますが、最

大でも５点までとなります）。 
・	
 赤色の投票マーカーで投票されたカード

に投票してしまったプレイヤーは、この

ターンに得点を得ることが出来なくなり

ます。 
・	
 自分一人しか投票しなかったカードに投

票してしまったプレイヤーは、このター

ンに得点を得ることが出来なくなります。 

 
＜ターンの終了＞ 
ターンの最後に各プレイヤーは山札からカ

ードを補充し、手札を５枚にします。その後、

手札を伏せたまま左隣のプレイヤーに渡し

ます。使用したカードは捨て札とします。も

しも、全員の手札を補充するだけのカードが

山札に無い場合は、捨て札を良くきり、新た

な山札とします。直前の語り手の左隣のプレ

イヤーが新たな語り手となり、次のラウンド

を開始します。以後、時計回りに語り手を交

代しながらゲームを進めます。 
＜ゲームの終了＞ 
各プレイヤーが１度ずつ語り手を務めたら、

ゲームは終了します。最も得点を多く獲得し

たプレイヤーが勝利します。 
長いゲームを楽しみたければ、語り手を務め

る回数を増やすことが出来ます。 
 

例：Tomは３番のカードに他の５人と共に投票しました。得票数は６
ですが、最大５点までなので、５点を獲得します。ChrisはAmandaと
一緒に２番のカードに投票しました。しかし、不幸なことにこのカー
ドには赤色の投票トークンによる投票が行われていました。従って、
この２人の得点はゼロとなります。Kateは彼女しか投票していないカ
ードに投票していたため、得点をえることは出来ませんでした。	
 



 
＜ゲームの準備＞ 
得点ボードを拡げ、テーブルの中央に配置し

ます。２人ずつのチームを決めます。チーム

名と同士は、テーブルを挟んで向かい合うよ

うに座ります。 
各チームは投票ボードを受け取り、同じ色の

うさぎ駒を得点ボード「０」のマスに配置し

ます。８４枚のカードを全て混ぜ、４枚ずつ

を各プレイヤーに配ります。残りのカードは

山札とします。 

 
＜物語の語り手＞ 
基本ゲームと変わりません。 
＜カードの選択＞ 
語り手の話を聞いた後、語り手のチームメイ

トは手札から、語り手の話に最も合致すると

思うカードを１枚選択します。その他のチー

ムは２人で話し合い語り手の話に最も合致

すると思うカードを（１チームにつき）１枚

選択します（自由に話し合うことができます

が、常にまわりに他のプレイヤーがいること

を忘れない様にして下さい。また、手札を見

せ合うことはできません。） 
語り手は、各プレイヤーが選択したカードを

良くきり、得点ボードの１~１２のスペース

の小さい方から順番に、裏向きのままランダ

ムにカードを並べた後、全てのカードを表向

けます。 
＜投票と得点＞ 
語り手にカードを渡したプレイヤーと語り

手以外のプレイヤーが投票に参加します。

投票と得点は基本ルールに従います（７人以

上のプレイ人数のルールは適用しません）。 

注意：語り手のチームメイトと語り手は投票

に参加しません。 
＜ターンの終了＞ 
各プレイヤーは山札からカードをひき、手札

を４枚に補充します。もしも、全員の手札を

補充するだけのカードが山札に無い場合は、

捨て札を良くきり、新たな山札とします。直

前の語り手の左隣のプレイヤーが新たな語

り手となり、次のラウンドを開始します。 
＜ゲームの終了＞ 
各プレイヤーが１度ずつ語り手を務めたら、

ゲームは終了します。最も得点を多く獲得し

たプレイヤーが勝利します。 
長いゲームを楽しみたければ、語り手を務め

る回数を増やすことが出来ます。 
 

 

チーム戦ルール 6, 8, 10, 12人用 

ゲームの概要 


